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岐阜県ＡＩ活用中間報告を策定しました 
（「岐阜県ＡＩ活用研究会」の活動報告） 

 

 

 県では、県や市町村などの行政機関、県内の中小企業などの事業者における

ＡＩの活用を更に促進するため、各分野の専門家、実務者等による意見交換等を

目的に「岐阜県ＡＩ活用研究会」を立ち上げ、昨年９月から３回の会合を重ねま

した。 

このたび研究会での議論を踏まえ、県内のＡＩ活用の先進事例や、県における

ＡＩ活用の方向性などをとりまとめた「岐阜県ＡＩ活用中間報告」を策定しまし

たので、お知らせします。 

※なお、ペーパーレス推進のため、データのみを県公式ホームページにて公表

します。ご理解のほどお願いします。 

 

記 

１ 閲覧方法  

・ 県公式ホームページ（県ＡＩ活用研究会のページ）に公開 

    https://www.pref.gifu.lg.jp/page/456018.html 

   トップページ > 組織でさがす > デジタル戦略推進課 > 岐阜県 AI活用研究会 

 

２ 構成・内容 

  ・ 第１章 ＡＩを取り巻く状況 

  ・ 第２章 県内取組の先進事例 

  ・ 第３章 今後のＡＩの可能性と課題 

  ・ 第４章 県ＡＩ活用の方向性 

 

 ※今後、第４章「活用の方向性」（県の活用方針）は、令和８年度改訂予定の

「岐阜県ＤＸ推進計画（※現行：2022（Ｒ４）～2026（Ｒ８））」に反映す

る予定です。 
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（参考）「第４章 県ＡＩ活用の方向性」の概要 

 

〇ＡＩ活用の目的 

・行政：持続可能な行政機能の確保と住民サービス向上 

・民間：生産性向上と競争力強化による新たな価値創出 

・ＡＩの導入を目的とせず、利便性を実感できることを重視 

・ＡＩは人間の可能性を広げるものとして捉え、人間中心のＡＩ活用 

 

〇ＡＩ活用における基本的な視点 

①「Human-in-the-Loop」（ＡＩの出力結果に対し、必ず人が検証・判断などを 

行い、人が意思決定を行う仕組み） 

②スモールスタートし、効果を確認できれば事業化  

③様々な課題解決への取組に活用 

④先進的なモデル創出と横展開 

⑤人手不足・技術継承への対応 

⑥幅広い層のＡＩ活用能力の向上 

⑦偽情報の発生などリスクの明記と対応 

 

  〇県が重点的に取り組む分野 

   ①県行政での活用 

   ・業務改革、県民サービス向上への活用 

   ・技術継承・省人化に向けたＡＩプラットフォームの整備 

   ②市町村への活用支援 

   ・好事例の共有、共同調達の促進、共同研修の充実、伴走型支援 

   ③民間企業への活用支援 

   ・情報共有、技術支援、伴走支援による県内中小企業のＡＩ活用支援 

 

  〇県の推進体制 

   ・県庁ＡＩ統括責任者（ＣＡＩＯ）の設置 

   ・ＡＩアドバイザーの設置など支援体制の強化 

   ・県、市町村、大学、県内情報産業・スタートアップ企業などとの連携促進 

   ・ＡＩ人材育成・活用能力向上に向けた研修の実施 

 

 

 

 


